
 

 

 

 

１ 本校の概要 

本校は児童 953 名、校訓「真（正義）・善（勇気）・美

（思いやり）」『人のために尽くす心』を教育の柱とし、心

豊かな児童の育成に取り組んでいる。 

２ 本校の実践 

（１）新型コロナウィルス感染症対策 

急速に大規模校となった我が校では、児童数に対し

学校図書館が狭いこともあり、対策を心掛けている。 

 ア 学校図書館の分散貸出の継続 

  ６学年 30クラスのため、１～３年生は貸出の曜日と

時間を指定する分散貸出を昨年同様継続している。 

 イ 一人２冊２週間貸出を導入 

 １冊を１週間のサイクルでは、祭日や行事など本を

借りられないことや混雑が予想されたのを考慮した。 

 ウ 「へんきゃく本カード」導入 

  返却だけでも、カウンターに列をなすため、貸出  

する「図書カード」とは別に返却だけする時に使う個

人別「へんきゃく本カード」を一人２枚作成した。 

廊下に配置することにより、館内の混雑緩和に成功し

た。また、長期休暇による返却本対応や、図書カードの

紛失の問題も改善された。 

 

 

  

 

 

（２）「あんしし読書紹介」の取組 

  読書感想ではなく、自分の好きな本を紹介する「あ

んしし読書紹介」を実施した。友人が紹介する本を知る

ことで、自分では読んで来なかった本の面白さを知るこ

とにもなり、読書推進に繋がった。また、お薦め箇所の

絵や短い文章で本を紹介すること、友人の紹介を聞くこ

とで、自分の言葉で表現することも学ぶこともできた。 

 

 

 

（３）夏季休業中 ２日間学校図書館開館 

  近所に図書館がないので、夏季休業中の２日間に学

校図書館を開館し、貸出を行った。児童・保護者からも

大変好評であった。 

（４）学校図書館だよりの発行 

毎月、学校図書館や読書に 

関すること、新しく導入した 

書籍などを掲載している。 

（５）掲示板の有効活用 

 毎月、季節の情報や知識、漢字の読み方などを掲示 

して、教室から遠い学校図書館へ興味をひくようにし 

ている。 

 

 

 

 

３ 成果と今後の課題 

（１）成果 

 ア 貸出数の増加 

 貸出期間 冊数 

2018年度 6,000 

2019年度 6,000 

2020年度 4,650 

2021年度（４～12月） 9,848 

  新型コロナウィルス感染症対策を続けながら、12

月までで、貸出数を昨年度の２倍以上に増やした。 

  イ 児童の読書の質と意欲と向上 

   「あんしし読書紹介」より、友人の紹介する本を読

んでいるという記述もあり、読書の幅と質の向上が

見られた。 

（２）今後の課題 

 ア 大規模校にて図書カードによる貸出返却作業は、

大変時間がかかるので、電子化を進めることが最

善と思われる。 

  イ 蔵書の配架がバラバラのため、ボランティア   

を募るなどし、ＮＤＣ順に並べ替えることが課題   

である。 

 （３）おわりに 

   感染症対策をしながらの取組だが、こんな時代だ

からこそ、読書の楽しさや読書が心の支えになるこ

とを伝えていきたい。 
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